
| 保証・免責事項について

①本機はE常な使用状態において万一故障した場合、下記により無償修理またはサービス部品を無償供総します。

.無償修理保証期聞はご購入後1年です。

・修理・サービス部品供給については、お客様との打合せにより日程・手順・方法等を決定し対応します。

②有償修理について

.無償修理保証期聞をすぎた時は修理・サービス部品供給は全て有償になります。

.無償修理保証期間内でも次の場合は有償修理となります。

(イ)本取扱説明書通りに取扱わない場合

(口)用途以外に使用した場合

(ハ)本取扱説明書通りに修理しなかった場合、また改造した場合

(ヱ)刃物または消耗部品の場合

(ホ)非常に過酷な使い方をした場合

③次の場合は当社は一切責任を負いません。

(イ)火災、水害、地震、落雷、その他の天災地変、および公害や異常電圧による不具合または事故

(口)本取扱説明書通りに取扱わない場合

(ハ)使用上の誤り、または不当者修理や改造を行なった場合

④本機に関して当社の費用負担が生じた時の負担額は、いかなる場合も本機のご購入価格以下とします。
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A ご使用前に必ずお読みください

お願い
.この取扱説明書はお使いになる方に必ずお渡しく

ださい。
・なお、この取扱説明書はお使いになる方が必要な
ときに、いつでも見られるところに大切に保管し

てください。
.安全に能率よくお使いいただくため、ご使用前に
必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みになっ

てください。

購入年月: 年 月

お買い上げ唐名:



-火災、感電、けがなどの事故在来然に防ぐために、次に述べる「安全にど使用いただくためにJr使用上のご注意J
を必ず守ってください。

・ご使用前に、「安全にご使用いただくためにJr使用上のご注意Jすべてをよくお読みのうえ、指示に従って正しく
使用してくだ幸い。

・乙の取扱説明書に記載杏れてい吾こと以外の取り扱いをしないでください。
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時車購 覇軍曹覇 0)憲民来について

この取扱説明書では、注意事壌をE重宝nとE宝翠1:]に区分していますが、それぞれ次の重量確棄を奇襲します。
阪軍=-童;誤った取り扱いをしたと曹に、使帰者が死亡または重傷を負う可能性が想自主事れる内容をしめします。

E霊登盤主;誤った取り扱いをしたと曹に、使用者が障害を食う可能性が想定書れ番内容および、物的損害のみの
発生が想定される内容をしめします。

なお、監重当笹主に記載した事項でも、状況によっては露大な結果に結ぴ付く可能性があります。

いずれも安全に関する重裏金内容を記載していますので必ず守ってください。

-この取扱説明書を紛失または損傷された場合i車、速やかに弊祉の代理盾・販売盾にご注文ください。
・品質、性能向上あるいは安全上、予告;j:く使用部品や仕様の変更聖符う場合があります。その際には本曹の内容

および写糞・イラストなどの一部が、本製品と一致し者ぃ場合がありますので、あらかじめど了承ください。



費量にご罷描いたtf.くた事告に f車購上品ごi主重量

学費j 緩 三 当事E録 三

瞳ご使用にあたって。

-配水周ポりエチレンパイプシステム協会の想定する水道配水用ポリエチレン管局EF継手に用いる通電
制御用裟績です。

ーご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。また取扱説明書に記載

されている目的、用途以外でど使用にならないでください。

・パイプと継手の接合など、実際の配管作業の手l僚については継手メーカの発行す品配管作業手際書に従
って、正しく行ってくだ幸い。

・疲れていると曹、酒壷飲んだと輩、病気や薬物の影響、その他の環自により、作業iこ集中出来ないと書

は、ご使用にならないでください。

a 作業者以外、作業場へ近づけない守ください。特に子供にはご注意ください0

.直射日光の当た昌場所には放置しないでください。

・乾燥した場所で子供の手の閣がないところ、または鍵のかかるところで保管をしてください。

・ケーブルガイドは常に乾かして曹れいな状態に保ってくだ語い。すべるとけがの原図になります。

正しくお使いになっていますか?

・本体の銘板もしくは取扱説明書に定格表示しである電圧でご使用くだ吉い0

.雨中や、機械内部に水の入りやすいところでは使用しないでください。

・アース1;1:必ず接地してください。

・湿気の多いところでは使用しないでください。

・ケーブルが踏まれたり、引っかけられたり、無理なカを受けて揚傷す晶ことがないように、配線する場

所に注意してください。

-使用しないと曹は操作部の保護のため、パ事ルカバーを閉じてくだきいo

'必ず継手メーカーに適合したアダプタを用いて作業在行ってくだ書い。

主引司隆義 三

置と使用前点検{必ず行ってください}。

-使用する前に本体やその他の部品に損傷がないか十分に点検をしてください0

.作業場所は常に整理整頓を心がけ、十分明るくしておいてくだ語い。

・作業環境により、保安帽、安全靴などを着用してくだ杏い。

・延長ケーブル在使用する際は、定期的に点検し、損傷してい番場合は交換してください。

・必ず漏電ブレーカの作動確認を行ってください。(確認方法はP.7の「漏電ブレーカの作動確認jの壊を

参照してください。)

• P.16の「本機の点棟方法jをよくお読みくだ幸い。

故障の原図になります。

・電源プラグとコンセントとの抜嘗援しは、ケーブんを引っ張らずに書ちんと業込プラグを持って行って

くだEきい。

@磁石を近づけない守ください。磁波により故障を起こす場合があります。

。継手コネクタと継手との抜書差しは、ケーブんを引っ張ちずに曹ちんとプラグを持ってターミナルピン

に対して真っ直ぐに行ってください。

込書j 餐 三

ぷ量産告 三

置取扱上のご注意 1

.取扱説明書汲ぴ弊社カタログに記載されている標準の付属品やケーブル以外のものは使用しないでくだ

さい0

・ケーブルを持って製品を運んだり、ケーブんを引っ張ってコンセントから引書抜いたりしないでくださ

融着不良の原因になります。

-継手コネクタ内部に異物を入れないでください。 i尼、ゴミ、水などがコネクタ内部に入りますと、正常
に議論出来ない場合があります。

・別の継手のパーコードを読み込んで融童脅しないでくだ書い。火災ややけどの原留にもなりますo

'継手への通電やは継手とアダプタの抜書差しは行わないでくだ幸い。

@延長ケーブんを使用すると曹は、太宰3.5mm以上でj撃さ30冊以下のものを使用してください。また、ド

ラム型の延長ケーブルを使用する場合は、ケーブルをすべて引書出した状態で使用してください。その

ままで使用されますと、ケーブル自体が発議し、ケーブんの焼損ややけどの隠語自になります。

三三警警 三

し、。

ーケーブル在高熱のもの、油脂類、刃物類、角のとがったところに近づけないでくだ幸い0

.付属品や7アダプタの着脱は取扱説明書に従ってください。

.*機を落下させたり強い衝撃を加え晶と故障・事故の護軍閣になります。特に、液晶表示部に物を落とす

と破損の館闘に主主ります。取り緩いにはご注意ください。

・弊社の製品は該当する安全規格に適合していますので分解・改造はしないでくだ書い。事故やけがの原

因に殺ります。

a パーコードリーダは発光部のガラスが傷ついたり、水没したりしないように、丁寧に取り扱ってくださ

~、。

げが、感電、やけどの恐れがあります。

-取扱方法、作業方法、周囲状況などに十分注意して慎震に作業をしてください0

.継手への通電やはコネタ宮、継手、ケーブ)v類に触らないでくだ語い。

・漏れた手で差し込みプラグに触れない?ください。

ー延長ケーブルを屋外で使用す品擦は、屋外使用にあったものを使用してください。

・一度嫡驚した継手は再度撤鎗しないでください。過剰融着により、火災ややけどの康国になります。

・通電後、本体が熱くなっている場合がありますので、移動時は必ずケーブルガイド、を持って運んでくだ

事い。

@バーコードリーダのレーザー光線を直接見ないi!ください。自に陣容が恕吉る原因になります。

.]1ダブ世やバーコードを着脱する場合は、必ず官震源プラグを噂濃から抜いてください0

.無理な姿勢で作業をしないでくだ語い。

・取扱方法、作業方法、周囲状況などに十分注意して慎重に作換をしてくだ害い。

-1- の
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使用上のご注意

A 警告

日頃から注意深く手入れをしてください。

・本機をご使用にならないときは、必ずアダプタにキャップをしておいてください。

-ケーブル類は定期的に点検をしてください。損傷している場合は、お買い求めの販売唐に修理を依頼し

てください。

・修理は必ずお買い求めの販売庫、または弊社営業所にお申し付けください。

.定期点検、アフターサービスについてはP目16を参照してください。

・本機が汚れた場合は乾いた柔らかい布で軽く拭き取ってください。シンナーなど揮発性のものを用いな

いでください。塗装がはげる原因になったり、液晶表示部がくもって表示が見えなくなります。

A 警告

発電機をご使用の際

.発電機の取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。

・出力電圧がAC100V仕様で、容量が2.8KVA以上のものをご使用ください。(詳細はP.5を参照してください。)

.同じ発電機で他の電動工具や投光器などとの同時使用はしないでください。

-発電機の中には電圧の波形の乱れや電圧の昇降などがありますので、ご使用になる際は発電機の点検を

必ず行ってください。著しい電圧の乱れは故障の原因になります。

・溶接兼用発電機は使用しないでください。

A 警告 1 
レーザースキャナ式バーコードリーダに関する注意事項

・レーザー光に関する注意事項

本製品に使用されているレーザーは非常に出力の少ないものを使用してはおりますが、目に障害を友ぽ

す場合がありますので、直接レーザー光を覗かないでください。

-レーザー光の安全基準について

国際電気標準会議(lCE)や日本工業規格(JIS)ではレーザー機器を出力レベルによりクラス分けをしています。

本製品のレーザー出力はJIS-C-6802クラス2に準拠しています。

クラス2: 400-700nmの波長範囲のレーザーで、通常目の嫌悪反応(まばたき)により充分に目の保護が

なされる可ネ見光レーザーをいいます。

-3ー

パネルカバー

操作パネル

(図2)

マルチアダプ安

(;4.0 ;4.7各2ケ)

出力ケーブル

.標準付属品

晶 名

マルチアダプタ

バーコードリーダ

交換アダプタケーブル

-操作パネル部の名称

各部の名称・標準付属品

ケーブルガイド

ぴ 0
0 CQl 

バーコードリーダ

数

;4.0用2個(クボタシーアイ、目立金属)

;4.7用2個(積水化学工業、=菱樹脂)

量

本

/{ーコードコネク9
(図5)

電源ケーブル

本(電流定格15A)

液晶表示器 テンキー

図1

聖 1

異常ランプ 電源ランプ
園2
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曜講皇f士購

国本体仕様

体麓(J)準舗

(1.本体の運搬、設監j
運搬の際は、パネルカパーを務め、ケーブJレガイドをしっか
りと持って運んでくだ幸い。また、コントローラは外部から
泥水やほこりが侵入しにくい場所に安定した状態で設歯して
ください。また、設置の際は品ず底筒、もしくは裏話を下に

して置くようにし、側面:IJ:どを下にして置か幸いようにして
ください。

育長 式 JWEF2自母幽E

適合継手
配水用ポリエチレンパイプシステム協会の規定す吾、水道配水用ポリエチレン

管局EF継手の融童書に適合します。

電 庄 AC85-115V 

使用電源 出 カ 2.8KVA以上

周波数 45-65Hz 

電 カ 2.8KW (最大)

出 カ 慣 庄 30-76V (土2.5%)

電 流 70A (最大}

華街通
寵車摺ポザエチレン

パイプシステム協脅 時間制御
パーコード指定の電圧を継手抵抗値の誤差に応じて補正後、バーコード指定の

様準仕様
時間在温度補正した蒋間通電します。

適用継手
呼ぴ径部-200

似のロ祭については繊手メーカにご相談してくだ語い。

/{ーコード ITF (24、32桁)およびC由de128(32桁)フォーマット対応

環境温度
使用温度 -10-十45CC) (結露な曹こと)

保管温度 -20-十郎("C) (結擦な書こと)

漏電ブレーカ:最大許容電流40A

安全対策 漏電感度 15mA

入カ電圧がAC145V+5V以上でトリップします。

ケーブJI<
電源周 長d4m

出カ周 長d3m

大意書 (WXDXH) 40邑X250X500mm (パイプフレーム壷含む)

重 置 15.0kg 

よ』且』睡品

・コントローラの鋼簡を下にして櫨かないでください。
コントローラの過熱や泥水などが侵入しやすくなり、

故捧や事故などの原因となります。(図的

・コントローラを議下寄せたり、強い衝撃をあたえ畠と、
破損や故障の原題となります。

・外鄭かも水、油などが混入しないように注意して、乾
燥した場所で使用してくだ書い。浸水傘どにより、漏
電車織や融砦不良費起こす恐れがあります。

「霊錨ケーブルの取り出し7
①ケーブルガイドを上にしてケーブルをほどいてくだ書い。
~搬送時は出カケ ブJ~、電源ケ ブんの膜番でケ ブんを
ケーブルガイドに巻書つけてください。

費量

(3.バーコード)
①バーコードコネヲ曹のキーガイドを合わせてパーコードリ

ーダのコネヲゴ討をバーコードコネヲゴ設に差し込んで接続し
ます。
②?7ンプリング在時計方向に図し国主主します。(取り外し
の場合は?ランプ1)ングを反碍計方向に因して、題震を解

除してから引曹抜いてくだ事い。)

業嬢畿の前にコ皐?~誌の接続欝にごみや汚れが付着して
いないか確認してくだ幸い。

民
d -6-
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作業の準備

変換アダプ書ケーブル

作業の手順

(4.電源への接続〕
電源ケーブルをAC100Vの電源に接続します。

※延長ケーブルを使用する場合は太さ 3.5m~長さ30m以
下のものを使用してください。

※電源プラグをしっかりとコンセントに接続して〈ださい。

※本体からの電濁プラグは⑫です。⑨のコンセントの

場合は、変換アダプ~ケーブルをご使用ください。
※呼び経200Aの融着に、変換アダプ空ケーブルは使用
しないでください。 200Aの融着は、本体の電源ケー
ブルと電源を直接接続してください。プラグ・交換ア

ダプ宮ケーブルを用いての2∞Aの融着はで書ません。

圃E ・E ・!ヨ邑.. ョ ・圃
-アースは必ず接続してください。感電の恐れがありま

す。

(5」漏電ブレーカをONにする〕

下記の手順で漏電ブレーカの作動確認を行い、スイッチを

ON'こします。

漏電ブレーカの作動確認(図7)
①漏電ブレーカのスイッチを ONにします。

②ブレーカにある灰色のテストボ宮ンを押して、プレー

カが作動(電源が切れる)することを確認します。

③再びスイッチを ONにします。

(7.継手との接続〉
継手とパイプを接合したあと、継手に出力ケーブJレ先端のマ

ルチアダプゴーを接続します。その際、しっかりと保持されて

いることを確認してください。継手を接続すると、液晶表示

器の表示が図10のように変わります。

※継手とパイプとの接合については、継手メーカの発行

する配管作業手願書に従って作業してください。

※出力ケーブルのマルチアダプ曹は、使い続けると徐々

に接続の保持カが弱くなって抱けやす〈なり、融着不

良の原因になることがあります。保持カが弱くなって

きたら部品の交換を依頼して〈ださい。

※マルチアダプ賓の接続については、継手メーカに合わ

せてご使用ください。

感電注意:継手に接続していないマルチアダプ空の端子

には、キャップを必ず装着して作業してくだ

さい。中の金属部に触れると感電します。

図7
(8.バーコードの読み取り〕
バーコードリーダを使って、継手に添付されているバーコー

ドを読み取ります。

バーコードから10cmほど離れたところから、読み取り周のビ
ームを真っ直ぐにバーコードとの距離が5cm程になるまでゆ
っ〈りと近づけてください。キ一入力については P.13

(パコ ドのキ入力)を参照してください。

作業の手順

(6.電源スイッチを押す〉
操作パネルにある[電源]スイッチを押してください。[電源]

スイッチ横にある電源ランプが点灯し、液晶表示器に図自の

樺に表示されます。

作業日の最初の1度だけ、電源スイッチを押すとメーカに

対応したアダプ9のご使用を案内する画面が表示されます。
必ず継手メーカに適合するアダプゴ討をご使用ください。

-7ー

電源スイッチを押す

ι 
2011年10月01日 15時45分 25'C
AC98V 総数削2345口

出力コネクタ

2本とも

継手に接続する

2011年10月01日時時45蚕 5己「
AC98V 継手 1.23 Q 

バーコード情報を入力してください

園10

接続していない端子は
キャップする 図11

1111111111111111111 

I!!.!!!!.!・ H・E・・I.!I … 

図12

継手を接続して下さい

※1 総数:積算融着(通電)継手口数

1・--~三E

レーザースキャナ式バーコードリーダに閲する注意事項

本製品に使用されているレーザーは非常に出カの少ないものを使用しておりますが、

自に障害を及ぼす場合がありますので、直掻レーザー光を覗かないでください。

図8

【注意】
継手接続の時は、必ずメーカに適合するアダプ宮

をご使用ください。 OK→【確定】

図g

。。



作業の手順 異常と処置

旦塾費国些
バーコードが正確に読み取られると、液晶表示器に内容が表

示されます。

内容が間違いないことを確認し、ス9ートスイッチを押して
融着を開始します。(ブザーが1固なります。)

非常停止
通電中、何らかの要因で通電を停止させる場合は、

l墾賞隼生1スイッチを0.5秒以上押し続けてください。
(再通電はできません。)

(1O.融着中の表示〕

〈融着中〉

通電残り時間

AC 97V DC75.0V 12.3A 
75秒

与①カウントダウンが始まります。

<融着完了〉

融着時間 14唱秒
環境温度 23'C 
冷却時間 10分

②残り時聞がO秒になるとブザーがB回鴫
り、融着完了を知らせます。

図14

，--
バーコード情報に冷却時間の指示が無い場合は冷却時聞

を表示しません。冷却後、クランプを外してください。

坦旦重量IJ
継手から出力アダプゴーを取り外します。コントローラは再ぴ

融着準備状態に戻り、継手接続要求を表示します。

(P7図8に戻る)

(1.異常が発生したら〕
異常が発生すると異常ランプが点灯しブザーが鳴ります。液

晶表示器には異常の内容が表示されますので、以下の原因と

対策に照らし合わせ、原因を取り除いてからリセットスイッ

チを押して再度作業を行ってください。

ソケット 75A メーカー名)

電圧 75.0V 
通電 600(585)秒
[スタート]を押してください 園一80 e 

融着中に異常が発生した場合はすべて融着不良となりま

す。不要箇所在取り除曹、新たな継手を使用して再度融

着作業を行ってください。 異常ランプ点灯
@~ 8 図15

-融着前の異常
以下の異常が起こると、ブザーが1回 (0.5秒)鴫り、異常ランプが点滅します。原因を取り除曹、継手を取り外した後にリ
セットスイッチを押してください。

ス章一卜を押す
園13

-異常内容と液晶表示器の表示

No 表 司ミ 原 因 対 策

バッテリー交換が必要です
時計機能用のパッァリーが消耗し パッT リー交換が必要です。お買い求めの販売肩、ま

ています。 たは弊社営業所までお申し付けください。

2 気温が低すぎます
環境温度が-10"C以下に立って 環境温度が-10"Cより晶いところで作業してくださ
います。 し、。

3 気温が高すぎます
環境温度が45"C以上に立ってい 環境温度が'45"Cより低いととろで作業してください。
ます。

4 
通電中に入力電源が切れま

通電中に入力電源が切れました。
リセットを押した後電源を押してください。

した

5 継手が接続されたままです
前回融着した継手が接続されたま 継手在外し、リセットスイッチを押してください。

まに立っています。

6 継手の接触が不安定です
継手とコネク安の接触が不安定に 7ダプづ討を接続し直してください。(状態が変わらな

立っています。 い場合はアダプ空の交換が必要です。)

7 この継手は融着できません
仕様範囲外の継手が接続されてい 継手を外してリセットスイッチを押してください。仕

ます。 構に合った継手に交換してください。

修理が必要です。お買い求めの販売庫、もしくは弊社

8 温度センサが断線しました 温度センサが断線しています。 営業所にお申し付けください。融着中は異常発生を無

視して融着完了まで通電を続けます。

9 内部電源が異常です コントローラの故障です。
修理が必要です。お買い求めの販売庫、もしくは弊杜営

業所にお申し付けください。継手は融着不良となります。

感電注意:鍵手に接続していないマルチアダプ曹の端

子には、キャップを必ず装着して作業して

ください。中の金属部に触れると感電します。

曹s

-融着中の異常
以下の異常が起Zると、ブザーが連続して鳴り、異常ランプが点灯します。リセットスイッチを押すとブザーが止まります

(異常表示はそのまま)。原因を取り除書、再度リセットスイッチを押してください。

-異常内容と液晶表示器の表示

No. 表 耳ミ 原 因 主サ 策

1 継手が短絡しました 継手内部が短絡しています。
継手を外してリセットスイッチを押してください。継

手は融着不良となります。

2 継手が断線しました
通電中に何らかの原因で断線が起 継手在外してリセットスイッチを押してください。継

こりました。 手は融着不良となります。

3 出力電圧が異常です
出力電圧が規定値外になっていま 修理が必要です。お買い求めの販売肩、もしくは弊社営

す。(:t2.5%外) 業所にお申し付けください。継手は融着不良となります。

電源電圧が低すぎます
電源の電圧が85V以下になってい

継手を外してリセットスイッチを押してください。 85V

4 
ます。

より高い電源に接続してください。通電中は融着不良

となります。
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轟曜と盤霊童

贋設定機能

fす覇構書量

No. 表 耳ミ 豊富 長器 対 策

電源の電圧が115V以上に立って
継手を外してワセットポ世ンを押してくだ書い。 115V

5 電源電電圧が高すぎます より低い電源に接続してください。通電中は磁賛不良
います。

と者ります。

内惑がオーバーヒート状態
修理がg必要です。お買い求めの甑発応、もしくは弊社営

自 <!す。コントローラの点検 内部温度が110"Cを越えてい墨。
難所にお申し付けくだe'!ぃ。継手は融績不良とf，J:ります。

が必婆です

7 過電波停止 通電電流が70A以上流れました。
継手在外してリセットスイッチを押してください。継

手l正融婿不良と牢ります。

自
通電中に入力電源が瞬断し通電中に入力電譲が瞬間的に切れ 継手量外し、リセットスイッチ壷押してくだ幸い。

たため通電を中止しました ました。 継手iま融績不良と者ります。

〈ブザー音量設定7
@ブザーは3段階で骨量設定ができます。

①継手接続待ちの状態で [Fl]キーを押します。→ブザー音量設定
富面にf，J:ります。

②数字キーで音源[1][2] [却を選択します。→瀧択された音援で

1秒間ブザーが鳴ります。([1]が最小、同]が最大音重量)

③[確定]キーで確定され、継手接続待ちの峨綴に漠ります。

表4

-バーコードの異常
パ コ ドの重要常が発生した場合t;I:、継手の不良、またはコントE う?との不適合が考えられます。継手を交換してくだ喜

℃
ロ
田一胸
骨
2
品

数

へ

時

総

函

t

t

幽

い
ム
定

日

さ

設

町

下

車

且

月

々

覇

。

れ

]

中
山
一
間
開

閉

館

僻

品

2 
閣翻灘隠

品{テンキー]畜量1-3滋択

ブザー音畳間最定 i 
2 3 

閣翻灘隠闘穏穏 | 

[確定]謎苧接続護求磁蕗へ
関16

-異常内容と液晶表示器の表示
(カレンダー設定J

No. 薮 耳ミ 原 因

バーコードの読み取りエラーです。

パーコードが不良です -バーコードの規格が合っていません。

-パーコードに汚れt.i:/:が付鱒しています。

継手とパーコードが一致し
パーコードの情報と継手の不一致。

2 -パーコードと継手の抵抗値が許容皇室を超えています。
ません

-出カケ ブんが適合していません。

3 来対応のバーコードです バーコードの掲示内容にコント口ーフが対応していませんa

@カレンダー{年月日、時分)の設定(修正)がで書ます。

①継手議続待ちの状態で [F2]キーを押します。→カレンダー設定

画面に寄ります。

②カーソルキー[←][→]で下線カーソルを設定したいデ一昔話部へ

持って書ます。

③数学キ 入力す晶とカ ソル位置へ新デ ゴ討を上著書書します。

④[確定]キ で確定書れ、継手接続梼ちの状態に渓ります。[穣定]

前に[入力/書提示]または[リセット}スイッチを押すと、設定

(変更)在行わずに継手接続待ちの状態iこ戻ります。童話パーコード読み取り機能に巽常が発生した場合、テンキー壷使用してパーコード在入力す品ことがで書ます。

付属機能『バーコードのキ一入力j者参繍してください。

事提5

2011年10毘01日 15時45骨 25"t
AC98V 総数 2担 5ロ

l継手を接続して下さい

品 [F2]カレンず一段:iE画面へ

カレンダ一時設定
2011年10flOl日 15時45骨

品[←][→]で移動

カレンダ由設定
2011 ，宇10fl 01自 15時45骨

品{テンキー]でデータλカ
カレンダ…出設定 1 
2011年11耳01日 15時45骨|

{確定]繕手接続裳求薗蕗へ E覇17

f守購普豊重量

このコントローラには以下のよう者付属機能がおります。設定者どの手療については以下の噴告をご覧くだ語い。

-設定機能
ブザ音量設定・H ・H ・..・H ・H ・........・H ・........・H ・........ブザ苦華麗の変更を行い:1:す。

カレンダー設定…・…・…・…・…・…・…・…・ カレンダー{日付、時刻)の変更を行います。

-パーコードのキー入力・H ・H ・..・H ・H ・..…...・H ・.....・M ・..バーコードが正常に読み取れ幸い場合に使用します。

聞計測、表示機能
・電源入力霊童庄、融嫡出力篭庄および電流鑓の表示

・電源低下予備蓄審報・………………… 通電中に電源入力が富OV以下に在るとブザーで知らせますロ

聞構助機能
表示(数値) …....・M ・-…....・M ・-…....・M ・-………継手抵抗催、電源入力重量庄、気温を表示します。

パーコード読み取り傭表示・…・…・…・…・…・ バーコード読み取り債を表示します。

融鷲履歴デ一世送出・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..融情履歴デ一世を外部コンビュー童へ送出します。

融着状況履歴…............・M ・M ・M ・........・M ・...........…融着時の状況を記憶しています。

融着異常鹿嶋……・………....……....………・融議婚に起こった異常者記情しています。

履歴の難み出し……….....ー…….....ー…………………記憶してい品情報を読み出すことがで書ます。
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付覇者豊能

ーコードのキ

eパーコード読み取り機能に異常が湯気した場合、数字キーを使用
してバーコードを入力で曹ます。

①継手接続完了し、バーコード入力待ちの状態で[入力/表示]キ

ーを押します。

②桁数を選択して[確定]キーを押します。→パーコード情報入力

商函lこt.I:ります。

③数字キーにでパーコード情報を入力します。

④表示された数値を修正する場合

1 カーソルキー[←][→] [↓] [tlで下線カーソんを設定(変
更)したいデ一安部へ持って書ます。

2闘う7')アキー [C]で!日デ一昔話費消去し、数字キーで新デ一宮を
入力します。?1)アす吾と後ろの桁のデー告が左に詰めて曹

ます。数字キー入力するとカーソル位置へ新デ-~誌を挿入して、
後ろの桁を右に詰めます。(選択術数以上は入力で書ません。)

⑤[確定]キーで確定書れ、過重量調始待ちの状態に戻ります。

⑥キー入力されたパーコードデ一昔話は融慈のi車輸[ス章一ト]スイ
ッチ11押dれ轟か、または[リセット]スイッチが押寄れ革まで
拡コントローラ内部に保持寄れているので、何度でも呼び出して

編集(修正)がで書官す。

.計測、表示機能

(霞源入カ電車、融着出カ電車および電流値の表示~) 
①通電中に表示しEます。

②継手接続待ちの状態のと曹、電源入力電圧と積算融着(通電)継

手口数を表示します。

(電源低下予備書報〕

@温暖中に望霊源入力智正が釦V以下にt.I:ると、ブザーを断続して鳴

らします。

掴補助機能

このモードに入器には[曹灘]が入っていt.I:い状態 (F<FX)で [F1J
キーを1秒以上押し続吋ます。このモードに入吾と最初に操作案内

蔵函1を表示します。

[↓]キーを押すと操作案内閣高宮署表示します。

[↑]キーを押すと操作重量内画面11こ戻ります。

数字キー

ます。

[oJを押すと[電謙]投入稽ちの状態(無表示) tこ戻り

5 :テスト テストモードです。別途ボードチzッカーが必要です。
終了後、ブレーカで強制j終了してくだ幸い。

自:パージョン楕報です。『リセット』で操作案内磁商に戻ります。

-13 -

[一一一 25tAC98V 総数 2345司

鑑手を接続して下さい

』事総手を接続す晶

[部11年 10月01自 15時45骨 25tヘ
AC98V 総数 2345口

バーコ-1'情報を入力レて下さい

品 [λ力/表示]桁数選択望書面
パコ ド構報。ヲキ λカ
暗数を遊説して下さい
1胴 24輯 2: 32特
3圃 10持

品桁数を選択しτ[確定]

パコ ドf警報時キ λカ

2424 0325 s345 67輔 13102463 
1 0012 2557 

品キーにでパーコ-f'f青報を入力
[確定]キーでi車種待ち商醸へ

(融韓中〉
¥ 

醐接'J時間 75静
A.C 103V DC75.0V 12.3A 

20竹年叩月前日 15時45卦 i5'¥:'
AC甜V 総書聖 23暗司

撃手を擦競して下さい
ノ

[塁塁手話;i…

REX 
品[円]キーを1秒以上押す

[融開。:終了

1:i監楢表示 2 :バーコード
ヨ:康悪差出力 4 : (i閤去)

品[↓Iキーを押すと操作案内箇箇世へ[一 。:終了
5 :テスト §掴バージョン

ωlを押すと官霊童書投入待ち状態へ

図18

図19

関20

関21

fす覇構書量

¥霊堂儲表示)
e継手抵抗鑑、電源入力雪量庄、気温を表示します。
①[1]キーを押すと、霊童源入力量量圧、気温と出力ケーブルに接続書

れた継手の抵抗値を連続的に表示します。

②[  1)セット]スイッチを押すと操作案内滋衝に戻ります。

(バーコード読み取り値表示〕

① [2]キーを押しパーコード 1)ーダでパーコード査読み取れば、そ

の数字列を表示します。(但し仕嫌適合コードのみ)バーコードの

内容の評価は行いません。

②[  1)セット]スイッチを押すと操作案内画面に戻ります。

2目パコド
4悶{溺朱)

で鍵手抵技値表示

気量 25t
Q 

{リセット]スイッチで操作案内蔵薗へ

櫨磁議離E選択 昌司終了

数髄書提示 2目
3 : 1覆麗出力 4岨

尋問キを押し、パコ降臨み取る

バーコード情報師事提示

2424 Q325 6345 6786 1310 2鴻63
8012 2557 

[リセット];>;イッチで操作lI;p増額面へ

「磁着履歴データ送出櫨議議能遊説 a務
数髄表示 2 バーコード | 

融繍履歴ヂ 空を出力する選択麹蕗t:t.I:り、 3 :厳緩磁力 4 : (消去

E盟22

関23

[1]キーを押すと、外部コンビュ一世へ進出で書晶状態にt.I:ります。 ¥ 〆

」事 [3]キーを押すと作業績庫選択画商へ

②専用ケーブんで外部コンビュー曹と接続し、{ス章一ト]スイッチ

在押せばデ一宮送出壷開始します。

f 議論議能遺品目 自粛終了 ] 

1 :1輯麗出力 『 パソコン | 
2 :腰鹿出力 →歯菌表示 | 

③デ一事送出中は液晶表示器に(*)を表示し、(+)金点滅寄せま

す。 5秒どとに(*)を1倒消して残り所要時簡を類もせます。
品 [1]キーを押すと作業履盤出カ商商へ

④[  1)セット]スイッチを押せば送出在中断して操作案内滋箇に渓り

ます。

⑤滋出費完了すると操作案内画面に戻ります。

⑤パソコンでの編集i正融議履歴ソフトの取扱説明書を拳照してくだ
事い。

「磁着履歴データ画調表示7
⑦上記①で [2]キ を押すと、作業履歴を薗面表示します。

⑧[↓]  [↑]キーでスヲロールし、見たいものを一番上の

〉に移動書せます。

③[→]キーを押すと、群飯盛薗の表示に者ります。

〈表示内容〉

「作揖麟撲の出力 ] 

コンビュ タ時準舗がOK~旨ら
: [スタ ト]を押して下さい

品[;>;章一ト];>;イッチでデ一生選出

「作韓綴臓の出力中 ] 

|しばらくお帯ち下さい
l事事場傘彬*省幹

送信完了後、操作案内蔵蕊へ

[2]キを押す

: I1瞳履歴を表訴します[躍窓]
l金融藷菌数回 7 
履歴データ調 7 

，J.[確定]キーを押す

: > 4 05.04.21 18:42 H醐エルポ 01
3 05.04.21 16: 43 MPソケット 01
2 05.04.21 16: 44 MPソケット 01
1 05.04.21 16: 45 MPソケット 01

品ト]キーを揮す

: 05.04.21 16:42 HMエルポ <WO 
年月8詩刻メ 2命名継手種類継手廿イズ
賎~U :パーコード情報:出力轡a.抵抗・時期“気温
作議:実際作議・崩カ電庄・抵抗・時間・入力竜庄

作業状吉正

一一--------:;-=-，識別司 Eドi:~ g j T【 日?】

⑩[←]キーで前歯笛に、

函函に進みます。

/ノ 作轟巳E1S11;?4込118li105till
〆，OK 正常経了

品 [←]キーで前画商に、
[ワセット]スイッチで操作案内書留箇へ

[リセット]スイッチで補助機能選択

-14-

関24
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融、一命

本機の運搬時にかかる強い衝撃・振動による内部国務の破損、ケーブんや部品の経年劣化友ぴ異物混入によるアダプゴ設の破損、

接続不良、融婚不良書どのトラブルは、感望霊平火災者どの事故中動作不良を引書起こすことが畠ります。これらのトラブんを

未然に劾ぐために、日常点検、定期点検査実践して〈だ杏い。

.日常点検 (1固/日 使馬般にユーザー?実施してくだ書い。)

纏認項目 内容

(1)外観確認 -継手アダブ宮内に異物や変形がないかの確認

-線学アダプタの破損やケーブル類の被覆破れ、外傷がないかの確認

-本体や表示部に破損や書亀裂がないかの確認

(2)漏重量ブレーカの作動確認 -テストボタンを持して正常作動をすることの確認

.定期点検(1悶/約1年弊社工場で有舗で行います。)
より安全にど使用いただくために、詳細在検査、欝整を弊社工場で有償にて行います。約1~手ごとに定期点検査受けられるこ
とをお勧めいたします。
お買い求めの寂売唐にご相談ください。

77合ーすーピ去について

(融着異常属鹿7
e融着異常の履歴を256件記憶します。記憶容歳を超渇すると最も古いデ一昔話を捨てて、最新のデ一安在記憶します。
[内容1:発生日時と異常の名称

本緩め親子が悪いと曹は、修現在依頼される前に、この取扱説明書の f異常と処援jを参照してください。
それでも調子が葱い場合は、お貿い求めの販売Ii!iもしくは、下記悶合わせ先にど相該くだdい。
また、破損t.i:どによる修理、点検立どは、本機の機能が維持で曹る場合に限り、宥f置でお受けいたします。
ただし、本機の補修用部品の最低保有期間は、製造停止後5年です。従って、本期間以障は修理をお浸け出来f.i:い場合があります白

fレッキス製品取搬j吉 1 

最寄りのくレッキス工業営業所 ト

lレッキステヴノサービスG 072-9告3-1申告日 j

その他、部品ご入tJl曹の場合、あるいは取扱い上でご不明の点がございましたら遠慮者くお問い合せください。

f履歴の読み出し
e記憶された履歴は PC(WindowsXP， Visla， 7)で表示、編集で書官す。その様には専用の接続ケーブルと表示ソフトが
必喜警と立ります。(専用の接続ケ ブんと表示ソフトはオプションです。お潤い求めの際は、販売商にど棺談くださ

い。)

民一切 -1昌一


